
日
頃
よ
り
、
早
明
浦
ダ
ム
・
高
知
分
水
の
管
理
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
６
年
４
月
１
日
付
け
で
早
明
浦
ダ
ム
・
高
知
分
水
管
理
所
長
に

着
任
し
ま
し
た
浅
井
と
申
し
ま
す
。
早
明
浦
ダ
ム
は
、
昭
和
50
年
4
月

の
管
理
開
始
以
来
、
地
元
、
嶺
北
地
域
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
機

関
の
方
々
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
を
も
ち
ま

し
て
、
今
年
で
管
理
開
始
か
ら
４
９
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
い
た
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
で
は
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
甚
大
な
豪
雨
災
害
が
頻
発
し

て
い
ま
す
。
早
明
浦
ダ
ム
に
お
い
て
も
、
管
理
開
始
以
来
、
令
和
５
年

度
ま
で
に
１
２
７
回
の
洪
水
調
節
を
実
施
し
、
こ
の
う
ち
、
計
画
最
大

流
入
量
を
超
え
る
洪
水
を
４
回
も
経
験
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私

た
ち
は
ど
の
よ
う
な
洪
水
に
対
し
て
も
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
設

備
等
の
維
持
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
日
々
の
訓
練
に
努
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
昨
秋
以
降
の
少
雨
傾
向
の
期
間
で
は
、
下
流
地
域
に
必
要
な

水
を
補
給
し
て
い
た
た
め
、
春
に
は
取
水
制
限
と
な
る
渇
水
に
見
舞
わ

れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
そ
の
後
の
降
雨
に
よ
り
、
貯
水
率
は
回
復
し
、

取
水
制
限
も
解
除
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
水
機
構
は
、
関
係
機
関
と
の
連

携
を
強
化
し
、
こ
の
渇
水
に
対
し
て
も
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
豊
か
な
自
然
に
囲

ま
れ
た
水
源
地
に
あ
る
早
明
浦
ダ
ム
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
水
源
地
域
の
人
々
へ
の
共
感

と
感
謝
を
忘
れ
ず
、
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご
理
解
・

ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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★★SDGsの取組み紹介（９）★★ 防災操作説明会～出水期に備えて～

ダムの貯水状況

と

↑スマホはこちらから

早明浦ダム
ホームページ

吉野川本川では、昨秋から少雨傾向であったた
め、令和6年2月8日より取水制限を行ってきまし
たが、降雨により、早明浦ダムの貯水率が回復し
たことから、
3月13日14時
をもって取水
制限を全面解
除しました。
5月末時点の
貯水率は100%
となっており
ます。

早

明

浦

ダ

ム

・
高

知

分

水

管

理

所

長

着

任

の

ご

挨

拶

早明浦ダム・
高知分水管理所長
浅井 俊光

森林は河川を通じて海につながっ
ているため、森林環境、水源地の保
全は、健全な水循環の維持、海洋生
態系の形成に大きく寄与しています。
早明浦ダムでは、水源地域の人々

への共感と感謝や、水源地の保全の
理解を深めることを目的に、上下流

交流会を通じて、山林
整備に参加しています。
水源地域の人々を始め、
下流域の様々な関係機
関と協働で草刈りや枝
打ちを行っています。

集合写真

ダム管理所では、出水期を迎えるにあたり、ダ
ム下流沿川に係る関係機関に対して、早明浦ダム
の防災操作（ダムからの放流）についての説明会
を開催いたしました。
説明会では、様々なダム操作の内容をはじめ、

サイレンの鳴らし方や放流を行う際に関係機関へ
通知する内容などについて説明を行いました。
早明浦ダムでは、下流河川、沿線地域の被害軽

減に務めるとともに、ダ
ムについての情報を関係
機関などに速やかに提供
しています。
これから台風や大雨が

多い季節となりますが、
引き続き皆様のご理解、
ご協力のほど宜しくお願
い申し上げます。

防災操作説明会
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★

早
明
浦
ダ
ム
周
辺
の
い
き
も
の
た
ち(

9)

★

水
資
源
機
構
で
は
、
早
明
浦
ダ
ム
周
辺
の
環
境
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、

調
査
で
確
認
さ
れ
た
動
物
・
植
物
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

○
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
（
ア
ジ
サ
イ
科
ア
ジ
サ
イ
属
）

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
の
高
原
や
山
地
に
生
息
し
て
い
る
落

葉
性
の
木
で
、
7
月
～
9
月
に
円
錐
状
に
直
径
約
4
㎜
の
小
さ
く
丸
い
花
を

多
数
つ
け
、
そ
の
周
辺
に
白
く
大
き
な
装
飾
花
（
飾
り
の
花
）
を
つ
け
ま
す
。

ノリウツギ

木
の
高
さ
は
2
ｍ
か
ら
大
き
い
も
の
で
5
ｍ
ほ

ど
で
す
。
葉
は
対
生
又
は
輪
状
に
つ
き
ま
す
。
ま

た
、
葉
は
卵
形
か
ら
楕
円
形
で
長
さ
7
㎝
か
ら
15

㎝
で
葉
先
が
鋭
く
と
が
り
、
葉
縁
に
は
鋸
歯
が
あ

り
ま
す
。

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
の
樹
皮
に
含
ま
れ
る
粘
液
は
、
和

紙
を
作
成
す
る
と
き
の
糊
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
昔
は
樹
皮
を
水
に
つ
け
泡
を
と
り
、

シ
ャ
ン
プ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
今
後
は
、
早
明
浦
ダ
ム
が
半
世
紀
に
わ
た
っ

て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
嶺
北
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
た
め
、
嶺
北

地
域
の
魅
力
と
組
み
合
わ
せ
た
ダ
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

現
在
、
早
明
浦
ダ
ム
は
再
生
事
業
に
伴
う
工
事
の
た
め
自
由
に
見
学

い
た
だ
け
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
に

合
わ
せ
て
地
域
の
方
々
を
対
象
と
し
た
施
設
見
学
会
等
を
企
画
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
嶺
北
地
域
と
と
も
に
ダ
ム
ツ
ア
ー
を
企
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ダ
ム
ツ
ア
ー
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、
（
一
社
）
土
佐
れ
い
ほ
く
観
光
協
議
会
ま
で
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

今
回
の
特
別
見
学
会
に
お
い
て
、
普
段
立
ち
入
れ
な
い
場
所
の
見
学
や
、

嶺
北
地
域
の
特
産
品
を
使
っ
た
昼
食
、
地
元
の
飲
食
店
で
の
懇
親
会
も
行
い
、

参
加
者
か
ら
大
変
ご
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

☆
☆

再
生
事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

☆
☆

～

ダ
ム
ツ
ア
ー
試
行
特
別
見
学
会
開
催

～

令
和
6
年
5
月
4
日
（
土
）
に
、
（
一
社
）
土
佐
れ
い
ほ
く
観
光
協
議
会
と

連
携
し
、
ダ
ム
ツ
ア
ー
の
試
行
と
し
て
、
ダ
ム
愛
好
家
を
招
い
て
早
明
浦
ダ
ム

特
別
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
高
知
県
内
だ
け
で
な
く
滋
賀
、
兵

庫
、
東
京
、
埼
玉
、
茨
城
か
ら
22
名
も
の
ダ
ム
愛
好
家
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
10
時
に
ふ
れ
あ
い
広
場
に
て
早
明
浦
ダ
ム
再
生
事
業
の
概
要
を
お
聞
き

い
た
だ
い
た
の
ち
、
施
工
エ
リ
ア
で
あ
る
右
岸
下
流
広
場
に
て
、
堤
体
上
部
前

面
側
に
設
置
し
た
作
業
構
台
や
タ
ワ
ー
ク
レ
ー
ン
な
ど
を
見
上
げ
て
い
た
だ
き
、

工
事
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

堤
体
上
部
で
は
、
右
岸
展
望
台
の
仮
組
立
工
場

建
設
計
画
の
説
明
、
管
理
所
横
建
物
の
屋
上
か
ら

飽
和
潜
水
台
船
の
見
学
、
作
業
構
台
か
ら
下
流
側

施
工
エ
リ
ア
の
見
学
の
後
、
再
生
事
業
中
し
か
見

ら
れ
な
い
ア
ン
グ
ル
か
ら
ク
レ
ス
ト
ゲ
ー
ト
を
見

学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昼
食
に
土
佐
の
食
材

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
お
弁
当
を
召
し
上
が
っ
て

い
た
だ
い
た
後
、
左
岸
側
の
フ
ー
チ
ン
グ
部
の
階

段
の
昇
降
や
ダ
ム
堤
体
内
部
の
見
学
と
い
っ
た
通

常
の
見
学
会
で
は
実
施
し
て
い
な
い
体
験
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
暮
れ
の
時
間
帯

に
は
管
理
所
横
建
物

の
屋
上
か
ら
飽
和
潜

水
台
船
の
様
子
を
見

て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
夕
焼
け
に
染
ま

る
美
し
い
嶺
北
の
山

並
み
も
堪
能
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

（一社）土佐れいほく観光協議会
Tel 0887-72-9400


